
 

 クリーンエネルギー利用のための蓄電池最前線 
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二酸化炭素の削減のためには、再生可能エネルギー（太陽光発電や風力発電）の電気を利用するこ
とが必須となる。もちろん、これらの電気を利用するスマートハウスや電気自動車など電気利用の立
場からもエネルギー利用形態を考える必要がある。1)新しいエネルギー社会インフラの構築が求めら
れる。そのキーとなるのが蓄電池である。特に、リチウムイオン電池に注目が集まっている。リチウ
ムイオン電池は従来の蓄電池
よりも大きなエネルギー密度
を有する。電気自動車用電源や
定置用電源に利用されている
が、再生可能エネルギーを可能
な限り多く導入するためには、
より多くの電力を蓄電池に貯
めることが求められる。リチウ
ムイオン電池で対応できる量
には限りがあり、今後より高性
能な（より大きなエネルギー密
度を有する）蓄電池が求められ
ている。一方、蓄電池の製造時
に発生する二酸化炭素も問題
であり、そのためにもより大き
なエネルギー密度を有する蓄
電池の開発が必須となる。これ
までに Fig. 1に示す種々の蓄電
池に関する研究開発が進められてきた。それぞれの蓄電池で優れている点は異なり、すべての特性を
満足する蓄電池は存在しない。今後の研究開発の進捗により、これらの蓄電池の特性が改善されるも
のと思われる。これらの蓄電池の中でリチウムイオン電池のみが広範囲に使用されている電池であ
る。リチウムイオン電池に続く次期の蓄電池が何になるのかを予想することは簡単ではない。国内外
で活発に蓄電池の開発に向けたプロジェクト研究が進められており、その結果を見ることが必要であ
ろう。本発表では、JST により実施されている ALCA-SPRING プロジェクト 2)と共創の場プロジェク
トについて紹介しながら次世代電池の展望について議論する。 
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Fig. 1 種々の蓄電池の性能比較 

Copyright(c); 2022, The Chemical Society of Japan

E3-05


